圧力 IH 炊飯ジャー保証舍 持么修理 


取扱説明書、本体表示などのを意書きに従った使用が態で保証期間内に故盾した場合には、無料修理いたします。製品と本書を 
ご持参のラえ、お買い上げの販売店にお申しつけください。製品のある場所での出張修理や製品輸送の場合は、出張料や翰送料 
などの実費を申し受けます。 


型名 

NP - BS 10/ NP - BS 18 

※ 

お 

を 

巧 

お名前 

fi 

ご住所〒 


※お貝い上げ曰 

年月曰 

保証期間 

※販売店名•住所 

お買い上げ日より 


本体 1 年 


なべフッ素加工 



3年 

巧 


※印欄に記入のない場合は無効となりますので、必ずご確認ください。 

なべを交換される場合はを節の部品番号をご連絡ください。[なべり. 0 L サイス)日 372-6 日•なべり .8 L サイ; 0 B 373-6 团 

1. ご転居ご贈答品などでお買し)上げの販売闻〔修理をご巧おになれない場合は、弊社のお客様ご相談窓口にご連絡くださし、。 

2. 保証期間內でも次の場合には有料修理になります。 

(イ)使用上の誤りや不当な修理•改造による故障および損傷。 

(□) お買し)上げ後の輸送•移動•落下などによる故障および損傷。 

(八)乂が‘地震‘水害‘落雷•その他の天災地変、公害•塩害‘ガス害(硫化ガスなど)、異常電圧‘指をかの使巧至源(電圧‘周波数) 
などにぶる故障および損傷。 

(二)一 般家庭用がが(たとえば業務用など)に使用された場合の巧障および損傷。 

(ホ)車両•船舶などに搭載された場合の故障および損傷。 

い)本きのご提示がない場合。 

(卜)本書にお買い上げ年月日•お客様名•販売店名の記入のない場合、あるいは宇句を書きかえられた場合。 

(チ)消耗品などの交換。 

(リ)下記の使し巧をした場合のなべ内面フッ素加工のふくれ•はがれなど。 

• 食器巧いのため、スフーンや食器などかたいものを入れたり、巧ったりした場合。 

，なべのお手入れに、たねしやみがさ粉などを使った場合。 

-なべの中で酢を使った場合。 

，お買し)上げ後のを下や輸送などで生じたへこみ。 

‘その他取扱説巧き•本体貼付ラべ j レなどの記載事項にそわない使い方をした場合。 

3. 本書は日本国内においてのみ有効です。 

This warranty is valid only in Japan. 

4. 本置よ盜難•义災などの不可抗力 Jil がで紛失された場合は再発行し)たしませんので大切に保管してください。 


♦お客なにご記入いただいた記載内容は、保証期間内のサービスま數およびその後の安全点検 S 動のためにが用させていた 
だく場合びございまずので、ご了承ください。 

•このな証青は、本害に明ホした期間•を件のもとにおいて無料修理をお約束するちのです。したがって、この保証害によって 
保証青を発行している者(保証責任ち)およびそれ 1 U がの事業者に巧ずるお客様の法律上の権利を制限するものではありま 
せんので、巧証期間経過後の修理などにつしでご不明の場合は、お買い上げの販売店または弊なのお客様ご相談窓口にお問い 
合わせください。 

ま印7ホ-ピン巧式さ社 

〒日30■日日11大阪市： I ヒ^^] 了目吕〇番曰号〇 (06) 63己目-吕451 


圧力炊飯するため PSC マーク ‘ SG マーク取得 



PSC マーク 


fps ^ 

経済産業省び定めた r 消費生活用製品 

因 

[ P ) 

ま全法」の家庭用の圧力なベ及び圧力 



びまのま全基準に適合していることを 
のします。 

製品ま全協を 


SG マーク 

製品ま全協会び定めた SG 基準に合格 
したことをおし、万一製品の欠陥による 
人身事故び生じた場合、賠償措置び 
とられます。 


NP - BS 型 © d ® 


心 Z か IRUSHI 


圧力 I H 炊飯ジヤー 

准み皮え* 

型 NP - BS 10 型画面 a 
S NP - BS 18 型 I1.SL ヴィブ I 

取扱説明書•お料理ノ-卜 


•圧力 IH か飯ジャーは内部げ高圧になる 
ため、取り扱いを誤ると危巧でず。 

この取扱説明さをお読みになり、正しく 
お使い < ださい。 


ち< じ 

お使いになるまえに 


上のごを意 . 2 

玄米活性®お話 . 5 

おいしく炊いて•おいしく保湿 . 5 

各部のなまえと扱い方 . 6 


使い方 

ご飯の炊を方 


いろいろなご飯を巧く . 11 

ほめ保温高ゆ保温 . 13 

保温見張り番についで . 13 

タイマー予約巧巧 . 14 

あつたか再加熱 .. 16 

時刻の合わせ方 . ••♦♦••ぃ . "17 

報知音の種類と切りかえ方 . 17 



♦このたびは、お買い上げし)ただき、まことにありびとう 
ございました。 

♦ お読みになつたちとは、大切に保售してください。 


お料理ノート 

胚ま精米のご飯麦混ぜご飯 . 18 

五目ご飯 . 18 

山巧おこわ赤飯 . 19 

七草びゆ玄米の巧きこみご巧，****“’*’****’ 20 

お手入れ 

お手入れ . 21 


困ったとをに 


巧障かなと思ったとき . 26 

こんな表示をしたとさ . 28 


こんなとをは . ♦♦♦•- . ♦••♦♦♦•，♦♦••♦♦♦い29 


部品の交巧•購入についで . 29 

アフターサービス . 30 

お客おご相談窓口 .. ♦••30 

仕様 . 31 

保証含 . 裏表紙 


保証書つを 





























































安を上のごを 意 必ずお守りくだをい 

お使いになる人や他の人へのを害、財度の損害を未然に防止ずるため、必ずお守りし、ただくことを説明していまず。 


■誤った巧し巧をしたときに生じる筒巧や損害の程度を、次の区分で説明していまず。 


[A 警告 

死 t や重傷に結びつく恐れびある内容です。 


A 注意 

堅傷または家屋•家財などの損害に結びつ < 恐れがある内容です。 

_ J 

■お守0いただく内容を、次の区分で説明していまず。 

[ ( S ) 

してはし、けない「禁止」内容です。 

A 

Lo 

実行しなければならない「指示」内容です。 

_ J 




A 警告 



を 力炊飯を安全にするために〕 巧逸沖に圧力がかかるため取り扱いを誤ると危巧でず。 
内容物がふき出して、やけど•けがをずる恐れがありまず。 


臟説明含•お料理ノートに記載の巧飯•保温なかの用掛〔巧わない 

V V 蒸気経路が詰まり、巧祗中にがぶたと本体の間か5蒸気がもれた0、かぶたが開く恐れがあります。 

一 -分星の増えるねりもの(はんぺんなど)や煮豆などの豆類を主に使う料理 

(赤飯はあずさを巧にゆでてか6調理して< ださい。） 

-急激に泡の出る重そラなどを使ラ料理 

-のり巧になるカレーやシチューのルーなどの料理 

-多ちの油を入れる料理 

-ジャムなどの泡立つ料理 

-食がをポリ袋などに入れて加熱する料理 

-クッキングシートなどの落としぶたを入れた料理や蒸し物 

- rt 草びゆ」などの青菜入りのおかゆは最初から青菜を入れてげかない 

圧力巧飯中は絶対にかぶたを開けたり巧！！!させない 


〇 圧力巧巧まえに、フックの周囲•フックのきけ部•本体とルぶたの間•内ぶたパッキン， 
圧力巧整装且•を全弁•ラるおい二重巧ぶた•蒸気□の周囲にご飯粗や米がなどの異拘び 
ないことを確認し、かぶたは r カチッ」と音がずるまで確実に閉める 


パツキン 


座たセツ 


巧全弁’.. 

巧巧の途中にがぶたを励する場合は、巧作部圧力調整装置 
の圧力表示び消スているのを確認してか5、 

がぶたを巧ける 


\_/ 

♦お頁い上げの»品と本含に旧巧したイラストは異なることびちりまず。 



♦ ご飯粒や米粒などの異物びあると外ぶたび完全 
に閉まらず、炊飯中にがぶたと本体の聞から蒸気 
びわれた0、がぶたび開いて内容物びみを出ず恐 
れがあります。また、安全のため炊飯を受けつけ 
なし)ことびあります。 

♦ ご飯粒や米粒などの異物があるとかぶたび開か 
な < なることびあ0ます。 
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A 警告 




改造はしない。また、修理技術ちなかの人は分解したりあ理をしない 

乂災•感虽•けびの原因になります。修理はお買い上げの販売店または弊社のお客様ご相談窓□にご相談ください。 




森気口に手を触れなレ、 難競韶こホ諸 I 薛品ぅ ごを意くださし、。 




めれた手で黃込みプラグを巧き差ししない 感至けびをすることびあります。 



水につけたり、水をかけたりしない 
本体内部にも水を入れない 


ショート，感電の恐れびあります。 


つンセント 




コードや差込みプラグび傷んでいたり、コンセントの 
善し込みがゆるいときは使用しない 

感電•ショート，発乂の原因になります。 

コードをなつけない 

無理に曲ブたり、引っ張ったり、ねじったり、たばねたり、高温部に近づけたり、重いも 
のをのせたり、巧み込んだり、加工したりずるとコードび破損し、乂災•感電の原因に 
な0ます。 

交流1 00 V ながでは使用しない 义災 • 感電の原因になりまず。 

差込みプラグに巧気を当てない 

コンセントに差した差込みフラグに蒸気を当てるとシヨート•発乂の原因にな D ます。 
スライド式テーブルでは差込みフラグに蒸気び当たらない化置でお使い<ださい。 


吸•排気□やずを間にピンや針金およびを属物など 嘛口 

の異物を入れない 

感電 • 異常動作してけびをすることびありまず。 

子供だけで使わせた0巧巧の手の届くところで使わない 

やけど•感里，けがをする恐れびあ D ます。 



差込みフラグ 



排気口 


〇 


善込みプラグはコンセントの奥までしっか0差し込む 感電ショート発煙発乂の原因になりまず。 
定巧1 5 A な上のコンセントを単巧で巧う 

他の器具と併巧すると分岐コンセント部び異常発熱して発义ずることびありまず。 

差込みプラグの巧(プラグの先端およぴ巧の巧元にほこりび 付ち している場合は、よくふく 

义災の原因になります。 


異常•故障時には直ちに使用を中止ずる そのまま使用すると発煙•発乂感虽•けがに至る恐れがあります。 

<異な•巧巧妍> • 差込みフラグ•コードび異常に熱くなる 

•コードに傷びついたり、触れると通里したりしなかったりする 
-本体び变あしたり、異常に熱い 
• 本体から煙び出たり、焦げくさいにおいびする 
. 本体の一部び割れた0、ゆるみやびたつさがをる 
-炊飯中、底部のフアンび回っていない など 

このような巧合は、ずぐに差込みプラグを巧いて、版巧店に化ず点巧•使巧を依巧する 


3 












































巧を上のご注意っヴき 




A 注意 



使用中や使用直をは、高通部に触れない 
またがぶたを開けるとさの 
巧気、ご旗をほぐずとさには 
手びなべなどに当た5な 
ように注意ずる 
やけどの原因になりまず。 


本体を持ち運ぶとまは、プッシュボタンに 

触れなし、 フッ V ュポタン 

がぶたび開しで、けび•仰だをする 
ことびあります。 


特に内ぶたセット、 
なぺなどの金属部 



水のかかるところや、雄の近くでは使用 
しない 

感電•漏電•変形の原因になります。 

専用なベながは巧用しない 

なべが過熱したり、異常動作の原因にな0ます。 

汚»強度が不足しているスライド式テーブル 
では使わない 

スライド式テーブルび破損して炊飯ジャーび落下し、 
けび•やけどの原因になります。 

荷重強度は、 1.0 L タイフで1日 kglil 上、 1.8 L タイフで 
2。側上のものをお使いください。 


本製品は蒸気七ーブXニューがありまずが、全く 
蒸気が出なし化けではありません 

不安定な場所懐こ現い數物の上では備しない 

义災の原因になります。 

乃レミシート •巧 気力ーベットの上で使用しない 

ァ) レミ巧が発熱し、発煙 • 発乂の原因になります。 

壁やま具の近くで使わない。キッチン用誦棚など 
で使或巧は、中口 S 庶がご防ないようにずる 

蒸気または熱で壁や家具を傷め、変色•変おの原因になり 
ます。 


A 使用時なかは、差込みプラグをコンセントか S 巧く 

巧与 けげ•やけど‘絕緑劣化による感崔漏窜义災の原因になります。 


© お手入れはをめてから行う 

高温部に触れ、やけどの恐れがあります。 

是込みプラグを巧くとまは、コードを 
持たずにがず先端の差込みプラグを 
持って引き抜く 

感里’ショートして発火することびあ0ます。 


コードを巻を取るときは是込みプラグを持って 
行ラ 

差込みフラグび当たって、けびをずることびありまず。 

む麻用べースメーカーなどをお使いの方は、本製 
品のご使用にあたって医師とよ< ご相談ください 

本製品の動作びペースメーカーに影響をちえることび 
あ0ます。 


お願い 


巧筋に現い6の巧近づけない 

テレビ•ラジオ•インターホン•無線機ち話などは、雑音の 
入る恐れびあります。キャッシュカード•自動改札用定期券‘ 
カセツトテープなどは、記憶び消える恐れびあります。 


本体(特に巧知 H) には、ふきんなど巧かけない 

本体やかぶたなどの変おを色の原因になります。 


なべの3分の2 ( なべに表示している MAX の 
巧)な上に水を入れてか飯 品一一 

しない ■ MAX I 胃 




なべに傷をつけたりをおさせない 

ラまく炊けなレ原因になります。 


本体库巧やなべにご巧粒や米粗などの異おび 
ついたまま使用しない 

ラまく炊けない原因になります。 


空だを巧しない 故障の原因になりまず。 

水をかけたり水分をさんだちのの上にちかなし、 

患里•巧障の原因になります。 

IH クッキングヒーターの上で巧わない 

故障の原因にな0ます。 

直射日光び当たる巧で使わない 

変色の恐れびありまず。 

他の巧気な器に蒸気び当たる場所では巧用しない 

巧気により、ち気粮器の火が•故障•変色•をあの原因になりまず。 

胁排気□をふさぐような巧巧(が•がじゅうたん， 
ビニール袋•アルミシートなどの上)で使用しない 

故障の原因になります。 
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玄米活性のお話 


にの製品では玄米を炊くことびできます。また、玄米を活性化させ栄養価を高める炊き方として r 玄米活性 J メニューげ選べまず。 


玄備せタニユ 


r 玄米活性」メニューを選んで玄米を炊飯すると、まず玄米を活性化させる工程に入り、その後、自動的に通常の玄米 
炊飯工程に移ります。玄米を活性化させる工程では、なべ内の温度を約40でで約2時間維持しますので、炊き上びり 
まで時間びかかります。^口.12|"巧を上が0までの時间の目やず_1夕照 

玄米び活性化ずることにより栄養素の一つである※ギヤバ(ガンマーアミノ酪酸)の量び元の玄米の約1.已倍に増加 
します。また、通常の玄米炊飯に比べてやわらかく食べやすくなります。 

がみパとは••ギヤパ(ガンマーアミノ酪酸)はアミノ酸の一種で血任を下げたり、神経を鎮める効果びあるといわれています。 


おいしく砍いて•おいしく獻宜 


おいし<炊< 


隹米を正しく計る 

必ず付属の計屋カッフすりさりで計ります。計 a 米びつや巿販のカッフ (20 日 mL ) では、差び出ます。 

垂手早く洗う [がを 手早く r 巧う J ために、水をためるポウルを用意してくだをい。 

①ずずぐ，，♦最初はたつぶりの水で大きく 2〜3回かき混ぜ(約10秒 
拟内)、水はすぐに捨てるに回繰り返ず） 

⑤統う••…手の指を立て、米を3。回(約15秒)かき混ぜるように 
してない、その後たつぶりの水で大きくかを混ぜ、 

水はすぐに捨てる 

これを1セットとして2〜4セット繰り返す 
⑤ずずぐ •，♦最後にたつぶりの水で手早く2回すすぐ 

(①〜③巧10分な巧で巧えるようにずる） 

参正し<水加巧をずる 


ポウルにためた 
をつぶりのかを 
使ってタブ<! 



をなで、なを 
なぜる よラ区 
巧う！^/ 


f 米の種類 

賊米米 

新米 

古米•賊米 ' 

,が加減 

水位目盛どお D 

水位目盛よりかなめ 

水位目盛ょりかし多め 《J 


が水位目盛よりかし多创で炊くときは、ふきこぼれ防止のため、 

I ややをちちち 1 メニューで炊いてください。 

•アルカリ度の強い水を使わない 

アルカリ度の弱い水 ( pH 9 m 下)を使用してください。 

黄変したり、ベたついたご飯になります。 

参巧き上びつた5、ずぐにほぐず 

余分な水分び逃げて、ふつく 5おいしくなります。 

炊さ上がり10分似巧び目やすです。そのままにしておくとご飯が 
かたまったり、ベたついたり、焦げたりしまず。 


と 

ち 

3 

力 

ジ 

プ 

の 

と 

を 


MAY 王〕韻 雑 

—すしめしり半穀 

械ゅ蒸気が H 爪策 

1i5 - 心 — 5 - 



水位巨盛の 
I 白米 「3_|まで 
水を入れる 


上の水位目盛は 1.0 L サイス 


おいし<保通 


なべ中央に盛る 


参なベの中でご飯を保存ずる巧合は、がず保通糖能を使う 

• 差込みプラグを抜いた妖態、または、保温を取り消した状態で保温機能を使わずになべの中でご飯を保をすると 
いやなにおいの原因になります。 

•ご飯の乾な•ベちゃつき•いやなにおい•巧をを巧ぐために、このような保通はしない 

♦か星のご飯を長時間保温 
• 24時間(情めお温」では12時間)政上 
• ご飯のつぎたし 
•冷めたご飯からの保温 

• 炊さこみ，おこわなどの具や調味料を加えて炊いたご飯 
♦コロッケ， みそ汁などご飯 LU がのわの 
•しゃちじを入れたまま 

•少屋のご巧はねべ中巧に盛る 

•保温するご飯の呈び少なくなった場合は、乾燥したり、ベちゃつきやすくなりまずので、なべ中央 
に盛って保温してください。 











































各部のなまえと扱 L 、 方 


お気口 

• 炊飯時に蒸気が出てち温に 
なるのでを意してください 

プッシュボタン 

がぶたを開けるとさに押す 
♦圧力式で密閉度を上げて炊くために開< 

までかし時間びかかることびあります。 

•炊飯時に圧力びかかっているとを、 

フッシュボタンを押しても、ま全の 
ため、がぶたは開さませんが故障で 
はおりません。 

操作部 


慕気□セツ 



(本体底部） 


排気口」 

体体裏側） 


ラるおい二重内ぶた 

異物び詰まるのを防ぐ 
♦お手入れ後、必ず巧ぶたセットに 
取りつけてください。一 P .25 


巧ぶた A ツキン 
圧力围整装畳 

炊飯時に圧力の調整を行う 
•分解しないで < ださい。 
お手入れち法は 

-> P .22 


巧ぶたとつ手 

(左ち2力所） 

内ぶたセツ h を 
持ち運ぶとさに 

佳ラ 

まを弁 

圧力調整装宜び目詰まりしたり、 
故障などの場合に異常な圧力を 
巧 < などの安全機構 
♦分解しないでください。 

お手入れ方法は 
- P .22 


サイドセンサー (本体内側） 


八ンドル 

持ち運びのときに使う 

差込みプラグ 



出し方 

差込みフラグを持って引く 
(ホマーク公上引さ出さない） 

しまし1方 

差込みプラグを持って、2〜 3 cm 
引いて戻ずと自動的に巻を込む 


内ぶたセット止め具 

内ぶたセットの取りはずし•取りつけのとを 
に使ラ 

♦ お手入れ後、內ぶたセットを必ず取0つけ 
ます。一 R 25 

ふたセンサー 


かぶたパッキン 
- 霖気口 


なべ 

しゃもじ受け取り。ブ部(左ち2力所） 

\ しゃちじまけのつけ方 j 

♦ 2力所のツメを本体に強めに押しつけなびら 
(①)、脚をしゃをじ受け取りつけ部の巧に 
差し込む(⑤） 

〔しゃもじ致が)はずし方） 

•しやちじ受けをひねり 
なびらはずす 



しやをじ受け 
取りつけ部 


巧届 a 



しやちじ受け 


計置カップ 





りザ用 

約180 mL (約1合） 


無洗米専用 
約 171 mL (約1合） 
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なべのフッ索被膜は使用により消耗しまず。 

♦ 色むらびできたり、はびれることびありますび、性能や衛生上の支障はありません。人体へのが 客 (害) 
はな <、炊飯•保温をするラえで問題な < ご使用いただけます。 

♦フッ素被膜のはびれび気になるときや、なべび変したときは、購入できます。一 P .29 


♦ キーは確実に巧してくだをい。 

♦巧知音のを化や、 r 巧飯/再加熱」キー、 r と0けし」キー中央の (• 、 • 


•) は、目①不自由な方へ配慮したちのです。 


圧力表术 

圧力がかかっていると去 
に表示する 



表お部 

(すべてを表していますが、お使いになる中でこのような表ホはしません。） 
液晶部を布などでこすると黒い線が出る場合びありまずび巧障では 
ありません。衞里気による現までありしばらくすると、もとに戻ります。） 


^ 罚府 邸1巧巧 城な巧おお 


邑满口: 一 
爾 XKlSttf SS なきこみすしめしも'州)むこね玄米き性 
米槪たづつ•つ ■ n か》励 
ぶっうおこけバ W W 細きめ 
なきこみおこげ L •地闘 



r 巧旗/再加热」キ- 

炊飯 / H 加熱をする 
とさに使ラ 


r とりけし J キ ー- 

操作設定の取り消しや作動中 
の機能を中止すると对こ使う 

r お米選が J キー 

米の種類を選ぶとさに使ラ 

一 P .9 



r ゾニュー選択 J キー 

メニューを選ぶと动こ使う 一 R 9 

r 時刻合わせ J キー 

• 現を時刻を合わせると去に使ラ (3 砂 j ツ上押す) 

一 R 17 

-ず約時刻を設定するときに使う 一 P .14 


r 保湿選択」キー 

r 低め保温_!や r 高め保温_!を 
選ぶとさに使ラ - P .13 


巧約」 キー 

食べたい時刻に自動的に炊き上げる 
タイマー予約炊飯のときに使ラ 

一 R 14 


磅 


なべを傷めないために 


なべのフッ索被腐ホ傷がつくと、はがれる原因になりまずので、ていねいなお取り扱いをお馬いしまず。 
フッ索被膜を傷めないために次のことをお守りください。 

<準備のとを> 

• 米に混じっている異物(石など)を取り除いてから米を巧う 
•泡立て器などで洗米しない 
• 金属製のざるをあてて洗米しない 
• 炊飯ジャー m かでは使わない 
な快を上がったとを> 

• なべで巧を混ぜない(すしめしなど） 

• 金属製のおたまは使わない(おかゆなど） 

• たたいたりしない(よそラとさなど） 

<お手人れのとき〉 

• スフーンや食器類を入れない 
• 調味料を使った場合は、すぐに洗う 
• スポンジなどの柔らかいもので洗ラ 

• シンナー•ベンジン•みぴき粉•たわし類（ナイ□ン‘金属製など)•漂白剤などを使わない 



お知らせ 
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ご巧のかま方 


巧お的なかを方 


♦初めてお巧いになるとをは、なべ•巧ぶたセット•うるおい二■巧ぶた • 
巧気□セツト•付巧品をがってくだをし、。一 P .21 〜 R 25 



巧巧まえに巧認ずる 

ち図の各部にご飯粒や米粒などの異物び付着して 
いるとさはお手入れをして<ださい。一 R 22 

• ごが粒や米粒などの異物げあるとかぶたが完全に 
閉ま6ず、か巧中にかぶたと本巧の間か6蒸気が 
をれたり、かぶたが開いて内容物がふを出ず恐れ 
がありまず。また、巧全のため巧飯を受けつけない 
ことがありまず。 



么 付属の計屋カップで米を計る 

米の計量は、付属の計量カップを用い、 

すりきびで計ります。 


お:化^化心^;! 




r 白米用」の計 S カップで 
が旧 OmLOrn 合） 


r 無就米ち用 J の計量カップで 
約口 ImL (約怡） 


米を統。て、水加巧をする 

米の洗い方 一 R 5 r おいしくかく/手早く洗う」参照 

平らな台の上で、炊さたいメニューの目盛に合わせて 
水を入れてください。一 R 11 
米を平らにならします。 

水の■は、米のカップ数に合わせてください。 

•かに浸をなくてもすぐに巧けまず。ミしておくと、 
かしやね5かゆに巧を上がりまず。 


無巧米のひと tt ひと tt が水になじむように、 
2〜3回やをしくかを层ぜでか S 水加減を 
する 

水位目盛は、白米の場合と同じです。 

• 無洗米は、精米製法などによ0米の表面にデン 
フン賈がみく残っている場合がちりまず。米の 
デンブン質で、かび白くにごっていると焦げ • 
ふをこぼれ•巧を上が0が悪 < なる原因にな0 
まず。白<にごるとさは、1〜2度水を入れか文 
てずすぎまず。 


4なべを本供こ入れて、巧ぶたセットとうるおい二重内ぶた、 
巧気ロセットを巧りつけ、かぶたを历める 

なべ州！や本体庫内の水分や異物をふき取り、なべを本体に入れます。 

♦圧力式の巧飯のためパッキンの密閉度が亩<、夕!ぶたを閉めるとをにかたいことがちります。 

かぶたは r カチッ」と音びずるまでゆっくりと確実に閉めてくださし、。 


呂 


5 

6 


差込みプラグを差し这む 


を巧して、がの種巧を進ぶ 



♦工場出巧時は 眉"！巧 に設定されていまず。 

キーを押すごとに、表お部び r 白米」-4無洗米」- 
r 玄米」の臟こ点滅しなびら移動します。 


夕字び点滅 
しながら移動 


里なな巧巧吏 


口細 

熟ぶ巧き急まなきこみずしめし am おこむを米活巧 

S 備米蒸気它-ブ 
ぶつうおこげ 
なきこみおこげ 




選択した米の種類により、表示されるメニューはかわります。 
ねかりやすいようにすベてのメニューを表示しています。 


町1 


.3 KI 

圆脯が H まが 
驟腸がトブ 
11 逛る つうちこげ 
なきこがこげ 


吸み■な嘛冰湖班な讶骑も: 


きこみずし A しおかゆおこわ巧憶住 
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または I ►) を押して、タニューを运ぶ 

逛択できるメニュー、各メニューの特徴などの詳細は P .1 1〜 P . 12を参照原いまず。 
♦ 工場出荷時は r エコ炊报 I に設定をれています。 


キーを巧ずごとに表示部のメニューび点滅しながら 
切〇替〇ます。 


-で矢巧の方向へ進みまず。 




活2感乱口 心が紙が的をり.旅み從備.ち.ちちちち 

レ,か /J 一が; tiU ■ ■■■■ パ "也み • •占 •■… み-今 -i ■•- み•ふ •心 山 

I 廊 f ホ賊豫競!脱ながしりレ.お旌ぶ訊城黄巧 

••••- .• 

ミ •なきこみぉこを 



秘ふ 1扣邸な施巧撇 


なきこみずしめし紛《)をな ) mm 

^^巧圓 げ - ' 

.をつうちこげ r 
僻 诫 こが 





爱おした米の種類により、表おされるメニユーはかわりまず。 ^ p . i 1 
わかりやすいようにすベてのメニユーを表示してし)ます。 

@キーを押すと上の矢印の逆回りになりまず。 

•キーを押し統ブると、メニユーが連続で進みまず。米の種類が白米•無洗米のときは r エコ炊奶、玄米のときは 
r ぶつう」に戻ると止まりまず。 

•—度違んで巧飯ずると次に逞ぴ直して巧飯ずるまで記憶されるメニユーと♦記憶されなし、メニユーがちりまず。 
^ p.n r いろいろなご巧をか < J 参照 


も巧もち度の «R 


•。米や無洗米のちちたち度(炊<とき 
の粘りと弾力の程厳を次の己段階で 
炊きわけることびできまず。 


しゃっきりややしゃコきりふコう みゃもちもちつあちもち) 
もちもち度弱め 一 もちもち度強め 
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ご巧の巧を方っづを 



を巧ず 

炊飯/再加熱ランプび点口し、炊飯開始のメ □ディー(ブヴ ー) び 
鳴ります。 

表示部に炊を上びりまでの目やす時間(分)を表示します。 

♦ご飯拉や米がなどの異物がちるとがぶたが完全に閉ま5ず、巧飯中にがぶた 
と本体の間か6巧気がもれたり、かぶたが開いて內容物がふを出す恐れが 
ありまず。また、ま全のため巧飯を受けつけないことがあ0まず。 

•かぶた閉めちれ報知音が r ピッピッ JX 吕回鳴ることがありまずが、が障ではちり 
ません。かぶたは r カチッ」と音びずるまでゆつ <0と確実に a めて<ださい。 
•保温ランプが消えているか確認して r 炊巧/再加熱悼一を押してくださし、。 

保通ランプび点巧していると情加熱」に入りまず。一 R 16 
♦巧巧中に現在時刻を知りたいときは r 時刻合わせ J キーの@または®を 
押して< ださい。内蔵のリチウム虽巧が切れて、現在時刻を合わせていなし、 
ときは、現を時刻は表示されません。 




•炊さ上びりまでの残 D 時間は目やす 
です。実際の炊き上がり時間は、室温 • 
か溫‘電圧•が加減などによりかねり 
ます。 

♦むらしに入ると炊を上びりまでの残り 
時間を調整します。調整の際、残0時間 
が一嵐こ進んだり、戻ったりする場合が 
ありまず。 



ま上がりのゾ□ディー(プザー佩おり、 

は温に切りかわった5すぐにご旗をほぐず 

蒸気が化ないことや底方!の表巧が消克ていることを 
確認してか5かぶたを開けて<ださい。 

炊き上げると自動的に保温に移り、低め保温(または高め保温)を表示 
します。1時間 ( h ) 単位で保温経過時間を表示します。 

ずぐにほぐして余分な水分を逃がずことで、ご巧のかたまり•ベたつま 
をおさえまず。 


•ご脱ほぐずときは、やけどに十分を意して巧ってください。 

♦ 保温を取り消して、再びイ呆温にずると rohj の表示に戻りまず。 

♦ご飯ほぐし忘れ報知音が r ピッピッ」 X 2 回鳴ることびありますび、故障ではありません。 
ご脈ほぐして、外ぶたを閉めてくだをい。 

• 巧飯終了時の巧知音は化の報知のしかたに切りかえることびでをます。また、かぶた 
閉め忘れ•ご飯ほぐしちれ奇 I 知音はサイレントに切りかえることがでをまず。- ^ PJ 7 



10 使用をは ff とりけ l ) を巧し、き込みプラグを巧< 


〔お願い） 


C お巧 S せ） 


巧気が出ないことや圆の表示び消えていることを確 K してか5かぶたを財けてくださし、。 

♦炊飯途中で外ぶたを開けたり、炊飯を止める場合、 r とりけし」キーを I 秋 m 上押します。 

蒸気□か5蒸気び勢いよ < 出ますのでを意して< ださい。 

♦ 國の表示び消えたあとでも、ブッシュボタンび重く感じたら無理こがぶたを開けず、 

をましてから開けてください。内容物びみき出して、やけどの恐れびあります。 

♦圧力をかけているメニューでは、炊飯開始か5約 10 分で圧力びかかります。圧力びかかり始めて 
から保温になるまでは、ま全のため外ぶたを開けなしでください。 

♦炊飯の状態により、炊き上びったご飯の底面びうすく編ブることびあります。 

♦ 米をつつみこんで炊くために、ご飯の中央部びややくぼむことびあります。 

♦連続して炊く場合や保温をやめてずぐ炊く場合は日0分 m 上冷ましてください。 

本体や外ぶたの通度び高いとラまく炊けません。 

本体やがぶたを早くをましたい場合、下記のち法をお試しください。 

WIiSJA , •なべに巧水を人れ、本体巧巧ををやず 

が •かぶた巧脚す、内ぶたセット巧はずして放熱が巧をまず 
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お米選が 


いろいろなご巧を巧< 



•無 洗米の計豆は、 r 無洗米専用」の計 S カツフをご使用ください。 
♦無 洗米をお使いの場合は P .8 「巧洗米の場合」参照 

参厂 


(カツ巧) 


1.0 L :0 .日〜日.日 
〜10 


1 i 0 L :0 .日〜己日 


1.目 L :1 〜10 


1 i 0 L :0.5 〜4 

1-目し:2〜目 


1.01:0.5-5.5 
1•目 L :1 〜10 


1.0 L :0.5〜1.5 

1.日 L : 0.5 〜2.日 


hOL : l 〜4 
1.目 L :2 〜6 


1.0 L :0 .日〜4 
1•日 L :2 〜6 


1-0 L : 0.5〜已 .5 
1•目 L :1 〜10 


1.0 L :0 .日〜己己 
1■日じ1〜10 


1.0じ0.5〜4 
1.日じ2〜6 


〜4 

1.日じ2〜8 


1.01_:0.日〜1.日 
1. BL :0.5 〜2.己 


1。し:1〜4 
1.日 L :2 〜8 


] 内のメニユーは一度炊飯ずると記憶されるメニユーでず。 


1 アドバイス 

• 消費里力量をおさえてご飯を炊を上げます。 

かしかために巧き上がります。 

• 粘りかなめで、しやっきりとしたご敵こ炊き上げまず。 

1 • r ふっう J よりもやや低めの圧力で炊を、やや粘りかなめ、 

1弹力おさえめのご飯に炊を上げます。 

• この製品の標準のもちもち度に炊を上げます。 

• 「ふっう」よりもやや高めの圧力で化り，弾力を引き出して炊き 
上げます。 

♦ 日つのをちをち度の中で最ち高い圧力で炊をます。 
r ややもちもち」に比べ^より強い粘りや弾力のあるご颁こ 
炊さ上げます。 

• じっく D と時間をかけて米の旨みをひきだずメニューです。 

• 白米を早く炊さたいときに送びます。 

かしかために炊を上びりまず。 

• 具は米の 費ち (重さ)①30〜50%び適 S でず。 

•具はかさめに切り、米の上にのせて米と混だずに炊きます。 
•調味料はだし汁や水などで薄めて米に加え、水加減したあと、 
なべの底からよく遷ぜまず。巧めなかったり、よく混ぜないと 
焦げびきつくなったり、うまく炊けなしにとがあります。 


• 具は米の質呈厘さ)の30〜50%び適呈です。 

• 具はルさめに切り、米の上にのせて米と混ぜずに奴きます。 

• 煮えにくい具は、ややかなめにして < ださい。 

•青 巧巧は、あ 6 かじめゆでるなどし、化ず巧を上がってか 6 
加えまず。 

•分づき米は炊けません。 

• 具は水加巧をしたあと、米の上にのせまず。 

•調味料はだし汁や水などで薄めて米に加元、か加減したあと、 
なべの底からよく混ばます。 

• 雑穀米を混ぜる割合は、炊お呈の10%な下にしまず。 

• 雑穀の種類や配合によってかたさび異なります。 

• 蒸気呈をおさえるメニューです。 

かしかために炊を上びります。 

• おこげの香ばしさを楽しむメニューです。 

•奴きたてびおすすめです。 

(をめるとお。プ部分びかた <なります。） 

• おこげ部分びほぐしづらかったり、食感が 
かたくて食べづらし化感じることびあります。 

• か呈の場合、おこげびつきにくいことびあります。 

•白米を混ぜて炊飯ずるとふきこぼれたり、うまく炊けないことび 
あ0ますので、おすずめできません。 

• 具は米の質量(重さ)の3日〜己0%が適呈です。 

•具はルさめに切り、米の上にのせて米と混ぜずに巧きます。 

• 煮えにくし、具は、ややかなめにしてくださし、。 

• 靑 巧類は、あ 5 かじめゆでるなどし、化ず炊き上びってか胡ほます。 

•分づさ米は炊けません。 

• 玄米を活性化させおき価を高めるメニューです。一 R 5 


水の班 


エコ炊な 


しやつを0 


ややしやつき D 


ふつう 


ややもちもち 


をちをち 


熟ぶかき 


急巧 


巧をこみ 


ずしめし 


おかゆ 


おこね 


雜巧米 


巧気七ーブ 


ふつうおこげ 


かきこみおこげ 


エコ炊飯 


白米 


すしめし 


おかゆ 


おこわ 

[hmsmst 

體げ觀） 


白米 


蒸気セ- 


白米 


ふつう 

玄米 

おかゆ 

おかゆ 

を備性 

玄米 


白米•無洗米 


玄米 


I です。 


i をれで： S るゾ 


IJ キ— 
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